
中央社会保険医療協議会 調査実施小委員会座席表   

日時：平成21年1月28日（水）10：00～12：00  
会場：厚生労働省 専用第18～20会議室（17階）  

第26回 中央社会保険医療協議会 調査実施小委員会 議事次第  

平成21年1月28日（水）   

於 厚生労働省  

専用第18～20会議室  

議 題  

○ 医療経済実態調査（医療機関等調査）における決算データの   

活用に関する懇言炎会からの報告について  

○ 第17回医療経済実態調査（医療機関等調査）における年間   

（決算）データの活用にあたっての検討事項について  

．・；   
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2．実施可能性に閲し、柵   

部技術的な課題も存在する。   

（1）興なる会計基準の経営主脚可能性   

経営主体毎の会計基準の違いによって発生する差異の問題や、調査対象施設の経営   

主体が複数の施設を経営する場合の本部費用の配賦や借入金の影響等に関する問題   

は、現行でも存在しているため、そのこと自体が年間（決算）データを取得すること   

への直接的な障害にはならないと考えられる。また、決算書に直接掲載されていない   

ことから記入に時間を要する調査項日もあるが、決算書作成時の前段階のデータ等を   

使用すれば対応できると考えられる。   
一郭の調査項日（材料費、委託費等）や白色申告を行う経営主体では、詳細なデー   

タを把握していない可能性も考えられるが、この点も現行で存在している問題である。   

（2）公立病院におけるデータ提出の可能性   

公立病院の決算書は、7月以降の定例会（通常は9～10月、場合によっては継続   
審議後12月）で審議・承認されるが、議会の承認がなくても決算自体の法的効果は   

変わらないと考えられる。また、決算の公表は各自治体によって異なるが、議会の承   

認前に公表している針治体もあることから、承認前の年間（決算）データを決算見込   

額として調査票へ記入することは可能であると考えられる。   

（3）施設単位のデータ取得の可能性   

複数の施設等を保有している経営主体における施設単位で年間データを取得するこ   

とについては、病院、一一般診療所、歯科診療所においては特段の問題はないと考えら   

れる。保険薬局、掛こ中小企業で複数店舗を保有している保険薬局では、施設中位で   

財務データを管理していない可能性が考えられる。そのようなところは、年間（決算）   

データでの調査よりも現行のほうが、調査月のデータを集計することで対応できるた   

め、協力しやすいと考えられる。   3柵   
（1）決算時期の違い   

医療経済実態調査（医療機関等調査）における年間（決算）データの活用について  

－これまでの議論のとりまとめ－  

平 成 2 1 年 1 月 2 2 日  

医療経済実態調査（医療機関等調査）に  

おける決算データの活用に関する懇談会   

医療経済実態調査（医療機関等調査）は、医療機関等における医業経営等の実態を明  

らかにし、社会保険診療報酬に関する基礎資料を整備することを日的として、2年に1  

回、中央社会保険医療協議会が実施しています。   

今般、第17回調査を実施するにあたり、中医協・調査実施小委員会において、医療  

機関等の決算データの活用についての提案があったことを踏まえ、決算データの使用及  

びその課題等について、調査実施小委員長のもとに専門家からなる懇談会（ワーキング  

グループ）を設置し検討することとされました。   

これを受け、本懇談会は、平成20年12月24日、平成21年1月9日、22日の  

計3回に渡り、医療経済実態調査における年間（決算）データの活用に関しての意見交  

換や関係団体等からのヒアリングを実施しました。   

以下に、現時点での本懇談会における議論を整理しましたので報告いたします。   
なお、本懇談会での議論の過程において、議論の対象とするデータについて、「決算  

データ」と呼ぶことでは自治体病院等の決算書の公表の時期等から、年間のデータを活  

用するという本来の意義が誤解されるおそれがあることから、検討に際しては「年間（決  

算）データ」と呼ぶこととしてはどうかとの指摘があったため、以下においても「年間  

（決算）データ」と表記いたします。  

1．年間（決算）データを把握する場合のメリットとしては、会計情報としての信根性  

の観点、勝れる。   

①調査月の特殊要因が排除されるため、単月調査に比べ数値が平準化される。   

②調査項日に前年（度）実績の12分の1の額を記入するための判断及び計算が省略  

されるとともに、作成済みの年間（決算）データから転記できる調査項目が多くあ  

るため、多くの調査対象施設で記入負担が減り、効率的な調査が可能になる。   

③前年（度）実績の12分の1と調査月の数値との混在が解消されるため、費用と収   

益の対応関係が適切となり、会計情報としての信頼性が高まる。  

（彰1年間のデータであるため、単月調査での経費の計上漏れの可能性が排除される。   

⑤医薬品費、材料費について、月次棚卸を行っていないために前年（度）の構成比ま  

たは仕入額により記入している医療機関等が多数存在すると考えられる。期末には  

実地棚卸が必ず行われるため、医薬品費の数値（金額及び構成比）が正確になる。  

－1－  

経営主体の決算時期は、公立病院等については概ね3月末となっているが、医療法  

人及び営利法人（株式会社）は特段の決まりがなく、個人の場合は確定申告に用いる  

ために12月末となっている。そうした違いがある中で年間（決算）データを把握す  
る場合、①病院・一般診療所・歯科診療所・保険薬局といった同一グループ内でのデ  

ータの不整合をどう評価するか、また、②決算時期の傾向が異なるグループ間の比較  

をどう評価するかといった課題が存在する。  
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（2）調査対象となるデータの時期   

改定のスケジュールを考慮すると、現行と同時期（6月～7月頃）に調査を行わざ  

るを得ず、①決算時期を踏まえると基本的に現行より前の時期のデータを把握するこ  

ととなり、診療報酬改定の直近の影響を把握するという観点から、この点をどう評価  

するかといった課題が存在する。   

また現行は、改正された診療報酬への対応が不十分な時期（「リードタイム」）の  

影響を緩和することで、診療報酬改定の影響を把握しているが、②年間（決算）デー  

タを取得する上で、リードタイムを含んだ調査とならざるを得ないことの影響をどう  

評価するかといった課題が存在する。（この点に関し、各経営主体の収支は、改定年  

で悪化し2年Elで改善する傾向が見られるとの指摘があった。）  

一方、現行でも、医薬品費及び材料費（月次棚卸を行っていない場合）、減価‖寅却  

費、賞与、退職金、並びにその他経費のうち6月単月では不合理な項日において、前  

年（度）実績による記入を求めており、（1）及び（2）と同様の問題が存在してい   

る。  

（3）2年分のデータ取得   

て把握しているため、一定の評価はできるのではないか、あるいは2期分の貸借対照  

表を調査することで代替してもよいのではないかとの意見があった。   

（2）調査の客体数について   

診療所は施設数が多いため困難と思われるが、病院（約8，000施設）について  

は、40年前より情報処理技術が発展しているため、調査票を電子データで提出させ  

ることにより、全数調査を実施することも可能ではないかとの意見があった。   

これに関し、調査施設数を増やすこと自体は望ましいが、全てを電子データで提出   

させることを義務づけることは困難ではないかとの意見があった。   

（3）決算を見据えた経営上の行動について   

単月調査、年間（決算）データでの調査のいずれにおいても、決算を見据えた経営   

上の行動が反映されることを留意する必要があるとの意見があった。  

5．まとめ   

年間（決算）データの把握については、単月調査に比べ会計情報としての信相性が  

高まる、多くの医療機関等において記入が効率的に行える等のメリットがあり、調査  

の実施可能性に関しても、障害となるような大きな問題はないと考えられる。   
一方で、決算時期が異なる経営主体間におけるデータの比較可青酎生の砲保、リード  

タイムが含まれることによる診療報酬改定の影響の把握といった裸題も存在する。  

以 上  

仮に年間（決算）データを取得するとした場合、調査方法の変更に伴う比較可能性  

の問題を補う観点、及び診療報酬改定の影響を動態的に把握する観点から、改定前後   

の1年ずつ、すなわち2年分のデータを取得することが望ましいのではないかとの意   

見があった。一方で、年間（決算）データから転記できるとはいえ、調査対象施設の   

記入負担が大きくなり、回収率が現行より下がるのではないか、また、改定の影響を   

把握するというのであれば、条件を同じくしリードタイムの影響を排除するため、改   

定前後の1年ではなく、前回の改定直後の1年と今回の改定直後の1年のデータを取   

得すべきではないかとの意見もあった。   

（4）現行調査の取扱い   

仮に年間（決算）データを取得するとした場合であっても、調査が期待通り行える   

かどうかの検証や、過去の医療経済実態調査との比較可能性を確保する観点から、山   

崎的に、現行の単月調査も弛行して行うべきであるとの意見があった。その際には、   

集計作業等に係る費用や、調査対象施設における調査票記入等に係る負担の観点から、   

いわゆる「速報」で使用しないデータを中心に、調査項目の削減を検討するべきでは   

ないかとの意見もあった。   

4．関連する課題としては、以下のような点が指摘された。  

（1）施設経営の健全性の評価について   

施設の経営の健全性の評価のためには、将来的にはキャッシュ・フローの状況の調  

査も行い、投資や財務に関する評価も行うべきではないかとの意見があった。   

これに関し、現行でも収支差の把握に加え、設備投資、借入金、税金の状況も併せ  

－ 3 －  －④－   
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第17回医療経済実態調査（医療機関等調査）における  

年間（決算）データの活用にあたっての検討事項について（案）  

1懇談会のとりまとめ報告にある年間（決算）データを把握する場合の4つの課題   

についてどのように評価するか。  

（り決算時期の違い  

（2）調査対象となるデータの時期  

（3）2年分のデータ取得  

（4）現行調査の取扱い  

2 上記1の課題を踏まえたうえで年間（決算）データでの調査の実施についてどの   

ように取り扱うか。  

3 年間（決算）データでの調査を実施するとした場合、具体的な方法としてはどの   

ようなものが考えられるか。   

（1〉単月データでの調査を実施しないで年間（決算）データでの調査を実施する場合   

（案1）基本的に現行の単月データでの調査項目について、年間（決算）データに  

切り替えて実施する。  

⇒過去の調査との比較可能性に関する課題がある。   

（案2）現行の調査項目の削減を行い、収支等の主要調査項目について、2年分の  

年間（決算）データでの調査を実施する。  

⇒過去の調査との比較可能性に関する課題がある。   

（2）単月データでの調査に併せて年間（決算）データでの調査を実施する場合   

（案3）現行の調査項目の削減を行い、収支等の主要調査項目について、単月デー  

タでの調査と1年分の年間（決算）う爛こ実施する。  

現行の調査項目の削減を行い、収支等の主要調査項目について、単月デー  

タでの調査と2年分（D年間卿こ実施する0  
⇒予算の制約及び集計時間等の制約の問題から実施は困難である。   
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第16回医療経済実態調査（医療機関等調査）  

における調査票  

○ 病院調査票  

○ 一般診療所調査票  

○ 歯科診療所調査票  

○ 保険薬局調査票  27   



第1基本データ  
匝司  

総務省承認 N O．26B58  

承認期限 平成19年9月30日まで  

1明治・2 大正・3 昭和・4平成  2■現有の医業用量物の建築（改築）年月  平成19年6月  

医療経済実態調査  

（病院電子調査票）  

×；× 年 × 月  

※医兼用建物が自己所有以外の場合は記入の必要がありません。  

4病床の状況  （平成19年6                月30日現在）  

＼   一般病床    療養病床    精神病床     核病床  感染症病床     合 計   

許可病床数   （9  ◎  床   （9  ◎  床   e）  ◎  床   

⑪  × 床   ⑫  ：二× ∴1末  

稼動嘩床数   ⑭  ○年   ⑬    0．床  ⑯  ○鱒  ㊥  ○床  ⑩  P 床  ⑬  
皿必ずご記入ください  施設番号  

貴施設名  

部署  
記入者氏名  

電話番号  市外局眉  内線  

連絡先                FAX番号  

e－mail   ＠  

※医業保険が適用される患者数のみ記入してください。  
（提出期限  平成19年7月31日）  

6外来診療等の状況  （平成19年6月1か月間）  

医  科  歯 科  計   

初診患者数  O 人  ⑳   ○  人  ⑲   0  人   

再診患者延べ数 3   延べ ○  人  ㊤  延べ  ○ 人  ⑳  延べ  ○  人   

休診日数  3   ◎  日   

中央社会保険医療協議会  

－1－   



第2 収 支  

7処方の状況  （平成19年6月1か月間）   

処方せん料の算定（院外処方）の回数   ◎  回   

処方料の算定（院内処方）の回数   ◎  回   

Ⅰ医業収入（平成19年6月分）  

科  目  金  額   

1入院収入   （1）保険診療収入（患者負担含む）   ①   ◎  円  

（2）公害等診療収入   ②   ◎  円  

（3）その他の診療収入   ③   ◎  円   

2 特別の療養環境収入  ①   ◎  円   

3 外来収入   （1）保険診療収入（患者負担含む）   ⑤   ◎  円  

（2）公害等診療収入   ⑥   ◎  円  

（3）その他の診療収入   ⑦   ◎  円   

4 その他の医業収入  ⑧   ◎  円   

医業収入合計  ⑨   ◎  円   

9 入院基本料の状況  ：平成19年6月30日現在、該当する番号を記入してください。）  

17対1・210対1・313対1・415対1  
5 特別入院基本料・6 該当していない  

1一般病棟入院基本料  

17対1・210対1・3 該当していない  2 特定機能病院入院基本料（一般病棟）  Ⅱ 介護収入（平成19年6月分）  

※介注保険事業を実施していない場合の記入の必要はありません。  

Ⅲ その他の収入（平成19年6月分）  

科  目   金  紋   

1受取利息及び配当金  （平成18年（度）実績の1／12）  ⑮   ◎  円   

2 その他の収入   ⑯   ◎  円   

その他の収入合計   ⑰   ◎  円   

一3－   －2一  



Ⅳ 医業・介護費用（平成19年6月分）  Ⅴ その他の費用  

科  目  金  紋   

1支払利息   
′12 

円   

2 その他の費用  ㊤   ◎  円   

科  白   金  額   

1特別利益  （平成18年（度〉実械の1／12）  ㊤   ◎  円   

2 特別損失  （平成18年（度）実績の1／12）  ㊤   ◎  円   

Ⅶ補助金・負担金等  

科  目   金  板   

1人件費補助  （平成18年（度）実績の1／12）  ㊤   ◎  円   

字遷宮費補助  （平成18年（度）実績の1／12）  ㊤   ◎  円   

3 設備費補助  （平成18年（度）実績の1／12）  ⑲   ○  円   

－5一   一4－  



第4 資産・負債  諷3 給 与  

常勤職員（平成19年6月分）   

職  種   人 員  給  料   

病院長   巴  ◎  人  ⑩   ◎  円   

医 師   国  ◎  人  唾   ⑳  R   

歯科医師   〔雷  ◎ 人  （卸  ◎  円   

薬剤師   （喜  ◎ 人  侶   ◎  R   

看護職員   （き  ◎  人  唾   ◎  円   

署言葉捕助職員   し百  ◎  人  屈   ◎  円   

医療技術員   庄  ◎  人  匹   ◎  R   

率汚職員   t亨  ◎  人  匹   ◎  円   

技能労減員・労務員   喝  ◎ 人  庖   ◎  円   

役員 t上記のhllには●していもホモItく）  匹  ◎  人    ◎     円   

倉  吉十   屈  ◎ 人β  ◎  

○個人立病院は平成18年12月31日現在、個人立以外の病院は平成19年3月31日現在における   

資産及び負債の額を記入してください。  

資 産 の 部   

科  目  金  額   

Ⅰ流動資産  1現金及び預金  ①   ●  ‖  

2 医業未収金（診療報酬に係るもの）  ②   ○  円  

3 有価証券  ③   ○  円  

4 棚卸資産（医薬品）  ④   ○  円  

5その他の流動資産  ⑤   ○  円   

Ⅱ 固定資産   1有形固定資産  ⑥   円  ○  

地   ⑦   円  ○  

物（建物附属設備を含む）   ⑧   円  ○  

療用器械備品   ⑨   円  ○  

（うち）その他の有形固定資産   ⑩   ○  円  

2 無形固定資産  ⑪   ○  円  

3 その他の資産  円   ⑫   ○  

Ⅲ 繰延資産  ⑬   ○  円   

資 産合 計  ⑭   ○  円   

常勤職員1人当たりの1週間平均の所定労働時間 けこだL．投射ま含めないでください．）  ㊤≡◎ 晴間／1人当たり／週平均  

非能動職員（平成19年6月分）  

Ⅰ私  羊壷   総労働時間  給  料   

病院長   ㊤  ◎  時間  申    ○  

医 師   ㊤  ◎  時間  

歯科医師   ㊤  ◎  時間  

薬剤師   ㊤  ◎  時間  率    さ  

署は職員   ㊤  ◎  時間  車    亘  

℡漣補助職員   ⑲  ◎  晴間  由    d  

医療技術員   ㊤  ◎  時間  率  

事粍l胤員   ㊤  ◎  時間      ¢  

技能労務員・労務員   ㊤  ◎  時間  

合  計   ㊤  ◎  時間  （諺  円   

負憤 の 部   

科  目  金  醍   

Ⅳ 流動負債  1買掛金（医薬品・診療材料等に係るもの）   ⑮   ○  円  

2 支払手形   ⑩   ○  円  

3 短期借入金   ⑰   ◎  円  

4 その他の流動負債   ⑱   ○  円   

Ⅴ 固定負債  1長期借入金   ⑲   ◎  円  

2 その他の固定負債   ⑳   ○  円  

負 債 合 計  ○  円   

賞 与 支 給 鎖  ◎  円   

退 職 給 付 費 用   57  ◎  円   

法 定 福 利 費   ⑲  ◎  円   

給与 費 等の 合計   

ー平成18年支給乗手六額の1／12   

－平成18年（虔）真綿紘の1／12   

←事業主負担繊・1か月分  

←⑳㈲＋⑬湖＋⑳湖   

十㊤糊＋⑲凋  

一7－   



第6 租税公課、借入金等  第5 設備投資   

○個人立病院は平成18年1月から12月までの設備投資実績練を、個人立以外の病院は平成18年4月から平   
成19年3月までの設備投資実績額を記入してください。  

租積公課、借入金等（平成18年（康）の年額）  金 額  

租税公課（※）≡   ①  ○ 円   

損害保険料  ②  ○  円   

寄付金  ③  0  円   

借入金（1年間に借り入れた額）  Q）  円  ◎  

（うち〉長期借入金   ⑤  ◎  円   

借入返済金（1年間の元本返済額）  （診  円  ◎  

（うち〉長期借入金   ⑦  ◎  円   

支払利息（1年間に支払った額）  ⑧  ◎  円   

科  日  金 緒   

土地  （D  ○  円   

建物（建物付属設備を含む）  ②   ○  円   

医療用器械備品 ③   ○  円  

）購入分  ○  円  

（うち）リース分（リーネ期間中のリーネ料総額） ○  円   

その他由有形固定資産  ⑥   ○  円  

）購入分  ⑦   ○  円  

（うち）リース分（リ」ス期間中のリース料総轄）＝  ⑧   ○      円   

合  計  ⑨  0  円   ※「租税公課」は、原則として税法上損金に算入される租税個定資産税、事業税、消費税、自動車税、印紙税、   
登録免許税など）、公共的な性格をもつ会費や賦課金（医師会費や町内会費など）です。  

税金（平成18年（鹿）の年債）   金 額   

所得税・法人税（給与の源泉徴収分は除く）   ⑨   ○ 円   

住民税（給与の源泉徴収分は除く）   ⑩   ○  円   

事業税   ⑪   ○  円   

通勤手当1福利厚生費（平成19年6月分）   金 額   

通勤手当   団   ○  円   

福利厚生費  ⑬   ○  円   

10   ー9－  －8一  



第1基本データ  
匡可  

総務省承認 N0．26859  
1個人・2 医療法人・3 その他  1貴院の開設者 平成19年6月30日現在、該当する番号を記入してください。）  

承認期限 平成19年9月30日まで  

平成19年6月30日現在、広告する診療科目のうち、主たる診那斗目の番号（別添「記入要領」3ページ参剛を記入してください。  

平成19年6月  

医療経済実態調査   

（一般診療所電子調査票）  

1明治・2 大正・3 昭和・4 平成  × 毒 × 年 × 月  3 現有の医業用建物の建築（改築）年月  

※医業用建物が自己所有以外の場合は記入の必要がありません。  

1あり・2 なし  5十色申告の有無 （平成19年6月30日現在、該当する番号を記入してください。）  

凸必ずご記入ください  施設番号  

貴施設名  

喜口署  
記入者氏名  

電話番弓  市外筒8  内線  

連絡先                FAX番弓  

e－mall   （参  

青色事業専従者である  
非常勤聴の6月中の  
総労働時間   ⑪  × 時間  ⑫… × 時間  ⑬ミ × 時間  ⑪亘 ×  時間  ⑮… × 時間   

（2）無給の家族従事者   医師  医師以外の看   合計   

従事者数   郡  X  人  ㊤  X  人  ⑲  

6月中の総労働時間   評  ×  時間  ⑲  ×  時間  ㊤  

（提出期限  平成19年7月31日）  

中央社会保険医療協議会  

12   －1－  11  



第2 収 支  

Ⅰ医業収入（平成19年6月分）  

科  目  金  額   

1入院収入   （1）保険診療収入（患者負担含む）   ◎  円  
（2）公害等診療収入   （∋   ◎  R  

（3）その他の診療収入   ◎  円   
2 外来収入   （1）保険診療収入（患者負担含む）   （事   ◎  円  

（2）公害等診療収入   （9   ◎  円  
（3）その他の診療収入   ⑥   ◎  円   

3 その他の医業収入  ⑦   ◎  円   
医業収入合計  （劃   ◎  円   

※医業保険が適用される患者数のみ記入してください。  

Ⅱ 介護収入（平成19年6月分）  

科  目  金  額  1施設サービス収入  団   ◎     円  2 居宅サービス収入      ◎     円  1（うち）短期入所療養介書生分      ◎     円  3 その他の介は収入  ⑰   ◎     円  介書生収入合計      ◎     円   

※介注保険事業を実施していない場合の記入の必要はありません。  

Ⅲ 匡集・介護費用（平成19年6月分）  

科  目  金  銀  

1給与費  （「第3給与」の㊧欄の金鎖を妃入してください○）          国  ◎  円   

u  （うち）二青色事業専従者給与費 ⑬   × 円   

2 医薬品費  （砂   ◎   円   

3 材料費  円  
＿＿．  

厄前編商材料象  ⑩   ○  円   

4  委託費  ◎   円  

（うち）検査費托費 璽   ；：             二○■〔  円  
塑   0  （うち）患者用給食垂  粍              ． 二  円  

（つち）医療羊蹄委托賛  ㊧       つ                                ■○’      ■：  

◎   5 減価償却費※            （平成18年（度）実績の1／12）          国     円  
㊤  ◎   ）建物減価償却費            円  

（うち）医療機器減価償却費  ⑲   （診   円   
6その他の医業・介裏主賓用  ㊤   ◎   円  

璽  

H  2 函  

医業・介靂豊費用合計  3   ◎   円   

※注ここに記入できる場合、別シート「補助票」への記入は必要ありません。  
また、収支決算書などを作成していない場合は「補助票」に必要事項を記入してください。  
（別紙「記入要領」9ページ参照）  

14   13  ー3－  －2－  



第4 資産・負債  第3 給 与  

常勤職員（平成19年6月     分）   

瞳  キ皇   人 員  給  料   

院 長l軋人工の榊猛打本人紺く）  ①i◎ 人   ⑫   ◎  円   

医 師   ②  ◎  人  ⑬；   ◎  円   

歯科医師   ③  ◎ 人  ⑭l   ◎  R   

薬剤師   団  ◎  人  ⑬   ◎  円   

看重畳職員   ∫  ◎  人  ⑩   ◎  R   

看言草補助托員   喧）  ⑥  人  ⑰   ◎  円   

医療技術員   ⑦董 ◎ 人   ⑯   ◎  円   

事務職員 l上記のnIlに止Ilしている肴をnく）  せ  ◎  人  （ゆ   ◎  円   

技能労務員・労務員   （9  ◎  人  ㊦   ◎  円   

役員 （上巳の口碑二止れしていも′ほFtくl  ⑲  ◎  人  ①   ◎  R   

合  計   ⑪毒 ◎ 人   ①   ◎  円   

○この票は、青色申告で「貸借対照表（資産負債調）」を税務署に提出した個人立診療所及び個人立以外の診療   
所（医療法人立診療所など）のみ記入してください。  

○個人立診療所は平成18年12月31日現在、個人立以外の診療所は平成19年3月31日現在における資産及   
び負債の紘を記入してください。  

金     ∴統  

Ⅰ流動資産  1二現金及び預金 ①  ○ 

医業東亜金（診療報酬た係るもの二  ②  ○ 

垣  ③   ○ 円  

4∴坤郵資産（阜襲扇  ④  ○ 円  

〟lL  ⑤  ○・ て  円  

Ⅱ 固定賓産 こ       1・有形固定資産 ⑥  ○ 円  

⑦         円  

⑧  

（うち）医鱒用器械備  
⑤                       （うち）その他の着  彪固定衰産               ⑩  

⑪  

芦そ¢他の賓産 ⑫  O 再   

町繰延華産 ⑬  ○ 

資蜃合        計 鱒   ○ 円   

1人当たりの1週  ⑬l◎ 時間／1人当たり／週平均  

非常勤抱負（平成19年6月分）   

職  種   総労働時間   給  料   

院 長冊人文の肌史…人与件くl  ㊤ ◎  時間  （∂  

医 師   コ1 ◎  時間  ㊤  

歯科医師   ㊤ ◎  時間  ㊤  

薬剤師   ⑳ ◎  時間  ㊤  

看亘装職員   ㊤ ◎  時間  ㊤  

看洩捕助耳哉員   3． ◎  時間  ⑳  

医療技術員   （み ◎  時間  5  

事務職員 l上i己の帽I一に仏罰している普古称く）  0 ◎  時間  

技能労預鼻・労務員   ⑬ ◎ ■ 時間  5．   X 円   

役員 l上罠の帽」Iに仏書していも著書繹（）  1． ◎  時間  ㊤  ド p   

合  計   ㊤ ◎  時間  ⑬  弓  ◎   円   

負∵憤 の 部   

科  目  金  紘   

Ⅳ 流動負債  ‡1＝買袖金（医薬品1診療覇業     斗等に係るもの） 

由  ○  円  

3 短期借入金  ⑰   ◎  円  

4その他の流動負債 ⑯   O 円   

Ⅴ 固定負債  1長期借入金  ⑩   ◎  円  

2 その他の  固定負債 ⑳   ○  円  

証■合二甘  迩   ○ 

賞 与 支 給 額   5  l   ◎  円   

退 職 給 付 費 用   5  l   ◎  円   

法 定 福 利 費  ◎  。   

給与費 等の合 計   P   ◎  円   

ー平成18年支給実績絨の1／12   

－平成18年く反）実績彿の1／12   

←事業主負担嶺・1か月分  

－㊤欄＋㊤欄＋㊤欄   

＋㊤欄＋㊨欄  
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第6 租税公課、借入金等  第5 設備投資   

○個人立診療所は平成18年1月から12月までの設備投資実績輯を、個人立以外の診療所は平成18年4月か   
ら平成19年3月までの設備投資実績練を記入してください。  

租税公課、借入金等（平成18年（鹿）の年額）  金 額   

租税公課（※）  ①   ○  円   

損害保険料  ②   ○  ・円   

寄付金  ③   0  円   

借入金（1年間に借り入れた頼）  ①   ◎  円  

（うち）長期借入金   ⑤   ◎  円   

借入返済金（1年間の元本返済轍）  ⑥   ◎  円  

（うち）長期借入金   ⑦   ◎  円   

支払利息（1年間に支払った額）  ⑧   ◎  円   

科－≡．    甲 ∴＝∴奴 

①  ○  円  

建  物（凄   物価   属設倫   呂繕含   1）  ◎  

Q  ③               ：二滴   眉   摩周帯締揃    ロ・∵二・一 中ロL：  

‡ 

Q  
（う   韮  

1   円  

⑥  円  
分二「                                              三：：二円  

（う有川    ス分  （リ   三．；＝＝       ⊥え料紹凝  ⑧  ○  再  

合，      計 由   O 円   
※「租税公課」は、原則として税法上損金に算入される租税（固定資産税、事業税、消費税、自動車税、印紙税、   

登録免許税など）、公共的な性格をもつ会費や賦課金（医師会費や町内会糞など〉です。  

税金（平成18年（鹿）の年額）   金 額   

所得税一法人税（給与の源泉徴収分は除くト   ⑨   ○  円   

住民税（給与の源泉徴収分は除く）   ⑩   ○  円   

事業税   ⑪   ○  円   

通勤手当・福利厚生費（平成19年6月分）  

○  円  

18   一7一  17  －6一  



第1基本データ  
匡画  

総務省承認 N0 26860  
1個人・2 医療法人・3 その他  1貴院の開設者 平成19年6月30日現在、該当する番号を記入してください・）  

承認期限 平成19年9月30日まで  

×ix 年 × 月  1明治・2 大正・3 昭和・4 平成  2現有の医薬用建物の建築（改築）年月  

※医業用建物が自己所有以外の場合は記入の必要がありません。  

平成19年6月  

医療経済実態調査   

（歯科診療所電子調査票）  
1あり＝・2 なし  （平成19年6片30日現在、該当する番号を記入してください。）  4青色申告の有無  

且必ずこ記入ください  施設番号  

貫施設名  

部書  
記入者氏名  

電話番号  市外た孟超  内線毒  

連絹先              FAX番号  」  
e－mail   ＠   

（提出期限  平成19年7月31E］）  
6ユニット数  （平成19年6月30日現在）  

中央社会保険医療協議会  

20   一1－  19  



第2 収 支  第3 給 与  

常勤職員（平成19年6月分）   

職  種   人 見  給  料   

慌 長【Ⅷ人加憫8れ相生抑  ①  ◎ 人  ⑲   ◎  円   

歯科医師   ②．  ◎ 人  ⑳．   ◎  円   

歯科衛生士   扇 ‾l  ◎ 人  ⑫；   ◎  円   

歯科技工士   扇  i◎ 人  ⑬璽   ◎  円   

薬剤師   ⑤  ！◎ 人 H  ⑳   ◎   円   

草精職眉 【上tの■けlこ瞳嘱していも千畳騰くl  ⑥  ◎ 人  ⑮  ！   ◎  円   

その他の職員   ⑦  l◎ 人 H  ⑳  垂   ◎   円   

役員 ⊂ヒ紀のbltに牧草しているホを降くI  ⑧  ◎ 人  （診   
◎  円   

合  計   喧）  ！◎ 人  ⑳！  ◎  円   

Ⅰ医＃収入（平成19年6月分）  

科  目   金  銀   

1保険診療収入（患者負担含む）   ①   ◎  円   

2 労災等診療収入   ②   ◎  円   

3 その他の診療収入   ◎  円   

4 その他の医業収入   ④   ◎  円   

医業収入合計   ⑤   ◎  円   

Ⅱ 介護収入（平成19年6月分）  

科  目   金  額   

1居宅サービス収入   ⑥   ◎  円   

2 その他の介護収入   ⑦   ◎  円   

介護収入合計   ⑧   ◎  円   

※介護保険事業を実施していない場合の記入の必要はありません。  

Ⅲ 医業・介護費用（平成19年6月分）  

⑳1◎時間／1人批り／週平均  1  1人当たりの  
（個人立の関拉寺本院を除く）  

非常勤職員（平成19年6月分）   

職  種   総労働時間  給  料   

院 長（欄人立の何旗古事蹟細くl  Ⅶ 2I 山  ◎  時間  ⑬呈      x  

歯科医師   H パrl  ◎  時間  由  

歯科稀生士   〇！  ◎  時間  ⑳  ×  

歯科技工士   3至  ◎  時間  申  ×   円   

薬剤師   円   

事務職眉 （上紀の鼠ほlこ托罰しているホ告鋒くJ  3  ！◎ 叩 u  ㊤∃  
×  

その他の職員   1・竜 ◎ 時間   ＠  Ⅶ Ⅶ 州    ，×  
役員 （上記の嶋IIに従可している書主体く1  匡  i◎ 時間  由  

合  計   ⑬  ◎  時間  呵  ◎   円   

科  目  金  線  

砂  ∴×∴         円   

2 医薬品費  ⑪   ◎  円   

3 歯科材料費  ⑫   ◎  円   

4 委託費  ⑬   ◎  円  

（うちう函科技工委託費  ○ ■ 
（うち）歯痛廟廃棄物妻   革  ㊥  甲  

（うち）医療事海萎東夷  ◎  ○  

5減価償却費※  （平成柑年（度）実績の1／12）                     ⑰   ◎  円  

⑩  ◎  
！（うち）建物減価償却費                                 円    （うち）医療機器減価償却費                    ⑲  ◎  

円   

6 その他の医業費用  ⑳   ◎  円  

⑬             円  （うち）土地耳借料ニ  

＠  ○  （うちて）建物賃借料三                                                  ＝円  
汚ちう革頑硬筆筆嘩誓  や  

医業・介護費           十  ⑳   ◎  円   

賞 与 支 給 誌  l   ◎  円   

退 職 給 付 費 用   J  l   ◎  。   

法 定 福 利 費   1．  ！   ◎  円   

給与費等の合計   P   ◎  円   

ー平成18年支給実績額の1／12   

－平成18年（度）実績額の1／12   

一事業主負担鎮・1か月分  

－⑯欄＋㊤欄＋（参欄   

＋㊤欄＋㊤欄  

※注 ここに記入できる場合、別シート「補助票」への記入は必要ありません。  
また、収支決算書などを作成していない場合は「補助票」に必要事項を記入してください。  
（別紙「記入要領」7ページ参照）  

22   21  －2－  一3－  



第5 設備投資   

○個人立歯科診療所は平成18年1月から12月までの設備投資実績額を、個人立以外の歯科診療所は平成18   
年4月から平成19年3月までの設備投資実績額を記入してください。  

第4 資産・負債  

○この票は、青色申告で「貸借対照表（資産負債調）」を税務署に提出した個人立歯科診療所及び個人立以外の   
歯科診療所（医療法人立歯科診療所など）のみ記入してください。  

○個人立歯科診療所は平成18年12月31日現在、個人立以外の歯科診療所は平成19年3月31日現在におけ   

る  

金．．額 

二∵±埠＝＝∴  ①    ∴：○∵  

廟を含む）  ②  三○二十  

医療用器械備品二て  ③  

④  

中  （9  

号  ゐ他ゐ有形固定資産二  ⑥  

⑦  ○‡‡  

⑧   ○ 

◎   ○二  

科  目  金 紙  

円  嚢：塵食紅                  由           r－■■‾  
；（うち）有形国軍資産－  ②  円   

員慎合 計  （⊃  円  

昔入金  （∋  ◎  円  

！（つち）長期借入金  

24   －5－  23  －4一  



第6 租税公課、借入金等  

※「租税公課」は、原貝■lとして税法上損金に算入される租税個定資産税、事業税、消費税、自動車税、印紙税、   
登録免許税など）、公共的な性格をもつ会費や賦課金（歯科医師会費や町内会糞など）です。  

税金（平成18年（鹿）の年額）   金 枝   

所得税・法人税（給与の源泉徴収分は除く）   ⑨   ○  円   

住民税（給与の源泉徴収分lま除く）   ⑲   ○  円   

事業税   ⑪   ○  円   

通勤手当・福利厚生費（平成19年6月分）  

○  円  通勤手当  

26   25  16－  



第1基本データ  
r二二」．  

㊨  
総渾省承認 N O．26861  

承認期限 平成19年9月30日まで  

1明治・2 大正・3 昭和・4 平成  2現有の畢局用建鱒の建築（改築）年月 × 年 × 月  平成19年6月  

医療経済実態調査  

（保険薬局電子調査票）  

己所有以外の場合  

（平成19年6月30日現在、該当する番号を記入して〈ださい。）  4地殻基準専の届出状況   

在宅患者訪問薬剤管理指導  1基準調剤加算12基準調剤加算2 3無菌製剤処理加算 4   

（平成19年6月30日現在．該当する番号を記入してください。）  5 代表者又は開設者の勤務状況   
1常勤  2 非常勤  3 勤務していない  

皿必ずご記入ください  施設番号  

責施設名  

；l≡  

記入者氏名  

電話番号  り外局品  内線  

連絡先                FAX番号  

e－ma11   ＠  

1あり t 2 なし  6書色申告の有無‥（平成19年6月30月現在、該当する番号を貫己入してください。）  

（平成19年6月30日現在、該当する番号を記入してください。）  8 調剤基本料の請求区分   

1調剤基本料（42点）  2 調剤基本料の特例（19点）  

（提出期限  平成19年7月31日）  

中央社会保険医療協議会  
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第2 収 支  

工 収入（平成19年6月分）  

科  目   金  額   

1保険調剤収入（患者負担含む）   ①   ◎  円   

2 公害等調剤収入   ②   ◎  円   

3 その他の薬局事業収入   ③   ◎  円   

収入合計   ①   ◎  円   

Ⅱ 介護収入（平成19年6月分）  

科  目   金  額   

1居宅サービス収入   ⑤   ◎  円   

2 その他の介護収入   ⑤   ◎  円   

介護収入合計   ◎  円   ◎ 時間／1人当たり／週平均  （2）常勤職眉1人当たリ1週間平均の所定労働時間（個人立の開設者本人を除く）  

Ⅲ 費用（平成19年6月分）  

科  目  金  根   

1給与費  ⑧  R  ◎  

うちう青色事業専従草給与畢 ×  円   

2 医薬品等糞  ⑩   ◎  円  

うち）醜知用直奏岳蛮＝圭；≒：こ         ⑪       二二∴D＝；こi てニ≒由   

3 委託費  ⑫  ◎  円  － 
う豆直庶事務委託費 ○ 円   

4減価償却費※  （平成18年（度）実績の1／12）         ⑪  ◎  円   

◎  「（うち）建物減価償却費         石           円    うち調剤用機器減価却費              ◎  ）償  ⑩  円   

5 その他の経費  （診  ◎   円  

⑯  O ‡、円    （う与）水痘尭熟套  
（うち）土坤貞鋳掛  ⑬  ●  川  

（うちこ）建物賃借料ノ  ⑳  円  
＿  

（うち）嚢嘩機械寅借料  ㊤  ○  円  

○  

そ‥（うち）明剤用器具         団 ⑲        ＝     円   r（諾）野草革伝許                P‘  ．円  
（うち）損害保険料 ○  円  

㊤  
○  

（うち）利子割引料  ⑳  ⑲  。   

費用合計  ⑲   ◎  円   

※注 ここに記入できる場合、シート右側にある「補助票」への記入は必要ありません。  
また、収支決算書などを作成していない場合はシート右側にある「補助票」に必要事項を記入して  
ください。（別紙「記入要領」8ページ参照）  
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第3 資産・負債  

○この票は、青色申告で「貸借対照表（資産負債調）」を税務署に提出した個人薬局及び個人薬局以外の薬局の   
み記入してください。  

○個人薬局は平成18年12月31日現在、個人薬局以外の薬局は平成19年3月31日現在における資産及び負   
債の績を記入してください。  

Ⅳ 税金等（平成18年（鹿）の年騒）   

科  目  金  銀  

所得鉦法人鱒（給与の源泉徴収分は  ⑲  
隠醇酢く緯与の源泉徴収分確除く〉 ⑲  ○ 

㊤   O 円  

◎  

借入金（1年間に借り入れた領）              ㊨        円    （うち）長期借入金             ㊤  ◎      円   

借入返済金（1年間の元本返済娘）  ㊤   ◎  円  

（うち）長期債入金  ㊤  ◎      円  

通勤手当 （平成19年6月針⑳  0  円   
入金        Q     円  

科  目         金 紙                 （D  ∵○三∴   二由              （う  ち）有形図定資産           ②  ▼○          合計      ③  ○   再              ◎        （うち  ）長期借入金  
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第5 処方せんt医薬品の状況  第4 設備投資   

○個人薬局は平成18年1月から12月までの設備投資実績額を、個人薬局以外の薬局は平成18年4月から平   
成19年3月までの設備投資実績砿を記入してください。  

直嶺      i∋ ′・、・    （平  威19年声月：       a           ・1か月   間） 

＝：一院  申‘       ‡‡箇鱒  剰             枚  ⑰．ト    ○  
0  

体とする  観牲冨童     J佃  を  主体とす       顔  面  Ⅵ 印        n        旦二      枚 枚  

堕≒ず卑  ■ 救   
耳鼻咽肇科を主体とす         ▲ ：■     丁＝1                         蚕       ○      …」二嘩  

不孝す     便所＝  鱒  ］＝－：     ・＝三鱒鱒  鱒              枚  ⑳     ○          その他の診療科を主†  

鱒  弼      ー㊥       Q      枚  ⑲  

ムニ  ．融       ■∵歯栃  ⑲             三飯   ⑲     j＼・○ 

地＝：二＝＝  由  ○ 

．．‡   材（  物付  蜃  ○ 

琴  壌用帯締備串 O 湧  

○ ＠  
匝  〉リ  ≡ろ荊     中     二「ス剃総絃  ⑤  円  

澄ち＝）購   入分二：                                      ⑦                 連  ‘二  
弓二（うち川－え分（       中のリース       料総   鮫  ⑨  ○‡  円  

令∴∴三計  金  ○ 

処方せん枚数申最も争い1医療機関の処方旦～枚軋  上記の医療機関のラち、  

（平成19年6月1か月間）   処方せん郵寸回数の最も多い1医療機関の処方せん受付回数  

坪均○ 日分  （平成19年6月1か月間）  処方せん1枚当たり平均投与日数  

×  品目  処方せん1枚当たり平均医薬品数  （平成19年6月1か月間）  

O  P1 調剤用医薬品廃棄輯  （平成18年（度）実績の1／12）  

璽、   ー7－  33  ー6－  


